
山行報告書      京都田辺山友会     報告者 村上格也      

山 名 琵琶湖疏水 山行名  琵琶湖疏水を歩く 

ルート 
JR 山科～毘沙門堂～（琵琶湖第 1 疏水）～蹴上～南禅寺～（鴨東運河）～京阪三条

～京都駅（総行程：約 14Km） 

山行日 2014年 8月 31日（日） 天 候 晴一時曇 

 

リーダー： 村上格也        サブリーダー：守口 實 

男性： 山口 博、宮野叔介、秋月康敏、弓仲達夫、園上雅晴、石田輝夫、梅澤宗平            

女性： 山田禎子、藤富慶子、大林京子            

合計：   12 名  

ルート概略図 

京都駅←京阪三条←川端夷川   
           ↑ 
         （鴨東運河） 
           ↑ 
          南禅寺  
           ↑ 
          蹴上舟溜 
           ↑ 
        第一疏水第 10 号橋 
          （昼食） 

            ↑ 
           毘沙門堂  
            ↑ 
           JR 山科駅 
            ↑ 
           京都駅                   

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

近鉄京都駅

改札口 

集 9：50 南禅寺 

（水路橋） 

着 13：30 

発 10：00 発 13：40 

JR山科 

着 10：10 （鴨東運河経

由） 

川端夷川 

着 14：10 

発 10：15 発 14：15 

毘沙門堂 
着 10：40 川端三条 

（京阪三条） 

着 14：30 

発 10：55 発  

第 10号橋（太

鼓橋）昼食 

着 11：40 京都駅 

（解散） 

着 15：30 

発 12：15 発  

蹴上舟溜り 
着 13：00 

 
着  

発 13：20 発  

山行報告 

前日では曇一時雨の天気予報であったのが、最初はハイキング日和で近鉄京都駅前に 12名、

予定通り集まり一同 JRで山科駅に降り立った。旧東海道を通り春は桜、秋は紅葉で評判の毘沙

門堂へ。思ったほど熱くなく木漏れ日のなか、琵琶湖第一疏水沿いにゆったりと周りの景色を

見ながらのハイキングとなった。滋賀県・琵琶湖と京都・蹴上の少ない落差でも疎水の流れは

思った以上に早く（時速 6Km 程度か）また、水路幅いっぱいに流れている。天智天皇陵の北側

を通り本圀寺の朱塗りの正嫡橋を見ながら第 10号橋界隈で昼食にした。その後、疎水第 2トン

ネルの出口から第３トンネルの入口付近にある日本最初の鉄筋コンクリート橋の第 11 号橋を

見学、後は三条通りに出て蹴上の舟溜りで休憩とした。疏水建設の功労者である田邊朔郎の立

像を見て南禅寺方面に疎水分水沿いに歩き、水路橋をバックに集合写真を撮った。その後、琵

琶湖疎水記念館で休憩を兼ねて説明のビデオを見た。記念館を後にして鴨東運河沿いに鴨川ま

で歩き、疎水沿いに川端通りを南下して京阪三条経由、京都駅にたどり着いた。 

ヒヤリハット 

      無し 
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感想文 

疏水を行く 

弓仲 達夫 

 

暑さのため、夏ごもりをきめこんで

いましたので、2ヶ月以上歩いていな

かったが、疏水めぐりで水でも見たら

元気になると思って参加することにし

ました。 

ＪＲ山科駅で降り、旧東海道を通り

毘沙門堂をめざす。なかなか落ち着い

た寺院であった。 

毘沙門天は仏教を護るインドの神様の

一つであるといわれている。 

安朱橋を渡り、第一疏水沿いの整備さ

れた道を行く。近所の人の散策路にな

っており、水の流れと樹木が調和した

良いふんいきのあるところである。 

 京都にとって琵琶湖の水を引くこと

は昔からのゆめであった。明治２３年に工事が着手された。第一疏水は大津市の湖岸から山科

蹴上を通り鴨川沿いに伏見に至る１９．９６キロメートル。特に第一トンネルの長さが２,４３

６メートルもあり、完成を危ぶむ人が多く難工事であった。 

 第１６代天智天皇陵は大和盆地にあると思っていたが、こんなところにあったので、正直な

ところびっくりしました。 

 第二トンネルの出口から第三トンネルの入り口付近にある日本最初のコンクリート造りの橋

を見学。疏水建設の立役者、田辺朔郎博士の立像と紀功碑を見学。当時、博士は東京の工部大

学を卒業したばかりであった。 

 そこから疏水沿いを南禅寺に至る道を行く。あっというまに着いたという感じ。琵琶湖疏水

記念館で説明のビデオを見た後、鴨東運河沿いに鴨川まで行く。三条で一応解散。 

 反省会をする人は京都駅まで歩いた。おおよそ、１５キロメートルは歩いたようである。な

かなか楽しいひとときをもつことが出来ました。 

 

「 陵
みささぎ

へ 疏水の速さに 秋を感じ 」 
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